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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象地域に配置される複数の気象計測装置と、
　前記複数の気象計測装置の各々が計測した気象データを利用して、病気の発生を予測す
る病気予測装置と、を含み、
　前記病気予測装置は、
　前記気象データから気象を予測する気象予測部と、
　前記気象予測部の予測結果を、気象条件と病気との対応情報と照合して病気予測情報を
生成する病気予測情報生成部と、を含む、病気予測システム。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記病気予測情報には、病気が発生する危険度の情報が含まれる、病気予測システム。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記病気予測情報は、
　病気が発生する危険度と病気が発生するエリアとを対応付けた情報を含む、病気予測シ
ステム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記複数の気象計測装置の各々は、気圧センサーを備え、
　前記気象予測部は、
　前記気圧センサーから取得した気圧データに基づく気圧変化の情報を利用して、気象を
予測する、病気予測システム。
【請求項５】
　請求項４において、
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　前記気象予測部は、
　前記気圧変化の情報を利用して所与の気象変動が発生するか否かを判定し、判定結果に
基づいて気象を予測する、病気予測システム。
【請求項６】
　請求項４又は５において、
　前記気象予測部は、
　前記気圧センサーから取得した気圧データに基づく気圧傾度の変化の情報を利用して、
気象を予測する、病気予測システム。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　前記病気予測情報生成部は、ユーザー毎に前記病気予測情報を生成する、病気予測シス
テム。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記病気予測装置は、
　病気を発症する危険度が所定レベル以上のユーザーの情報端末に、前記病気予測情報を
送信する、病気予測システム。
【請求項９】
　対象地域に配置される複数の気象計測装置の各々から気象データを取得する気象データ
取得ステップと、
　前記気象データを利用して、気象を予測する気象予測ステップと、
　前記気象予測ステップでの予測結果を、気象条件と病気との対応情報と照合して病気予
測情報を生成する病気予測情報生成ステップと、を含む、病気予測方法。
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